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四賀の世帯数・人口

世帯数　　　1,957世帯　
人　口　　　4,955　人
　男　　　　2,407　人　
　女　　　　2,548　人

第324号

　

夏
の
暑
さ
が
戻
っ
て
き
た
よ
う

な
9
月
7
日
、
四
賀
小
学
校
体
育

館
で
「
四
賀
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
藤
松
公
民
館
長
の

あ
い
さ
つ
で
開
会
さ
れ
、
松
本
交

響
楽
団
に
よ
る
ビ
ゼ
ー
作
曲
の
「
ア

ル
ル
の
女
」
第
二
組
曲
が
演
奏
さ

れ
ま
し
た
。
フ
ル
ー
ト
の
独
奏
も
あ

り
、
お
な
じ
み
の
曲
に
観
客
も
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
昨
年
は
演
奏
が
な
か
っ

た
会
田
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
ド
ラ

マ
の
主
題
歌
「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｉ
」
と

「
ユ
ー
ロ
ビ
ー
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ

ド
レ
ー
」
を
軽
快
に
演
奏
し
、
大

き
な
拍
手
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
の
四
賀
鼓
龍
会
虚
空
蔵
太
鼓

の
演
奏
「
鵠
舞
（
こ
く
ぶ
）」
と
「
花

燃
ゆ
る
」
は
会
場
を
揺
る
が
す
迫

力
で
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
、
四
賀
小
学
校

の
四
、五
、六
年
生
に
よ
り

「
地
球
星
歌
」
が
合
唱
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
会
田
中
学
校
の
生
徒
に
よ

る
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
伴
奏
は

松
本
交
響
楽
団
で
す
。
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
の
合
唱
は
児
童
生
徒
の
皆

さ
ん
に
大
切
な
経
験
と
思
い
出
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

四
賀
コ
ン
サ
ー
ト
合
唱
団
は
、
今

年
は
「
み
ん
な
で
ふ
る
さ
と
を
歌

お
う
」を
テ
ー
マ
に「
椰
子
の
実
」「
ふ

る
さ
と
は
今
も
か
わ
ら
ず
」嵐
の「
ふ

る
さ
と
」
佐
々
木
清
夫
さ
ん
作
詞
・

丸
山
嘉
夫
先
生
作
曲
の
新
曲
「
東

風
吹
く
野
辺
に
花
の
咲
く
」
と
「
故

郷
」
を
心
を
こ
め
歌
い
ま
し
た
。

四
賀
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

み
ん
な
で
ふ
る
さ
と
を
歌
お
う

③2019（令和元）年９月30日（月）

　

最
後
は
四
賀
小
学
生
、
会
田
中

学
生
も
再
度
登
壇
し
、
松
本
交
響

楽
団
と
と
も
に
「
大
地
讃
頌
」
の

合
唱
が
会
場
中
に
響
き
ま
し
た
。

　

演
奏
が
終
わ
り
、
指
揮
の
丸
山

先
生
と
、
松
本
交
響
楽
団
に
会
田

中
学
校
の
生
徒
か
ら
花
束
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
ア
ン
コ
ー
ル
曲

の
「
四
賀
秀
麗
」
が
全
員
に
よ
り

歌
わ
れ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

四
賀
コ
ン
サ
ー
ト
合
唱
団
で
は
一

緒
に
歌
う
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演

奏
と
と
も
に
歌
っ
て
み
る
の
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

第34回

　

四
賀
地
区
地
域
づ
く
り
協
議

会
の
健
康
福
祉
部
会
で
は
、
四
賀

地
区
の
特
定
健
診
の
受
診
率
向

上
を
め
ざ
す
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
特
定
健
診

の
歌「
の
ば
そ
う
健
康
寿
命
の
唄
」

を
制
作
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
度
、
歌
に
合
わ
せ
た
体
操
の
振

付
け
が
完
成
し
、
四
賀
夏
ま
つ
り

の
会
場
で
初
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
歌
は
、
作
詞
が
四
賀
地
区

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
の
胡
桃

澤
伸
一
さ
ん
、
作
曲
が
四
賀
の
里

ク
リ
ニ
ッ
ク
事
務
長
の
本
木
昇
さ

ん
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
振

付
は
、
鹿
教
湯
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
体
操
を
様
々
な

場
所
で
披
露
し
多
く
の
人
に
憶

え
て
も
ら
い
踊
れ
る
よ
う
に
し
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。 夏まつりで特健体操披露

特定健診を受けよう！

324 1,937
4,427
2,141
2,286

（令和元年9月1日現在）
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湧 き 水

2019（令和元）年９月30日（月）
　
7
月
20
日
「
ふ
る
さ
と
公

園
し
が
」
で
「
四
賀
夏
ま
つ

り
」
が
台
風
の
影
響
で
雨
ま

じ
り
の
曇
り
空
の
下
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

14
時
に
地
元
の
バ
ン
ド

「
Ｍ
Ａ
Ｂ
」
の
演
奏
、
開
幕

式
で
の
中
学
生
に
よ
る
開
幕

宣
言
、
四
賀
小
学
校
の
金

管
バ
ン
ド
演
奏
と
続
き
、
四

賀
支
所
駐
車
場
で
は
、
消
防

団
に
よ
る
消
防
車
両
の
展
示

と
乗
車
体
験
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
「
殿
野
入

神
楽
保
存
会
」
に
よ
る
伝
統

神
楽
が
披
露
さ
れ
、
全
国

的
に
も
貴
重
な
神
楽
に
注

目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
続
い
て「
Ｎ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
ベ
リ
ー

ダ
ン
ス
」
の
ダ
ン

ス
披
露
。
華
や

か
な
ダ
ン
ス
に

会
場
は
熱
気
に

包
ま
れ
、
大
い

に
盛
り
上
が
り

▼
ア
ジ
ア
で
は
初
開
催

と
な
る
、
第
９
回
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

が
日
本
で
開
幕
し
ま
し

た
。
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
熊
本
ま
で
、
全
国

12
の
会
場
で
11
月
ま

で
競
技
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
世
界
で
40
憶
人
が
視
聴
し
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
と
並
ぶ
世
界
三
大
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
日
本
は
過
去
全
て
の
大
会
に
出

場
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
予

選
プ
ー
ル
で
敗
退
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
プ
ー
ル
Ａ
で
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ロ
シ

ア
・
サ
モ
ア
と
戦
い
ま
す
。
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
む
に
は
２
位

ま
で
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

格
上
の
チ
ー
ム
を
退
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
前
回
大
会
で
は
強

豪
の
南
ア
フ
リ
カ
に
勝
ち
ま
し
た

が
、
勝
点
の
差
で
３
位
と
な
り
敗

退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
五
郎
丸

選
手
の
ル
ー
テ
ィ
ン
か
ら
の
キ
ッ

ク
が
印
象
的
で
し
た
ね
。

▼
来
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
三
大
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
を
全
て
開
催
し
た
国

は
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
し
か
な

く
、
日
本
は
三
カ
国
目
と
な
り
ま

す
。
身
近
で
最
高
峰
の
戦
い
を

感
じ
ら
れ
る
良
い
機
会
で
す
ね
。

▼
日
本
代
表
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
進
出
を
期
待
し
ま
す
。

　

９
月
８
日
㈰
市
長
杯
第
一
ブ
ロ
ッ

ク（
里
山
辺
、
入
山
辺
、
本
郷
、
岡
田
、

四
賀
）
予
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
本
選
へ
の
出
場
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
最
高
気
温

34
度
と
残
暑
の
中
、
試
合
も
熱
き
戦

い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

●

試
合
結
果
●

軟
式
野
球�

（
山
辺
運
動
広
場
）

　

準
決
勝　
四
賀　

６
対
９　

里
山
辺

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル�

（
里
山
辺
体
育
館
）

　

１
回
戦　
四
賀　

0
対
２　

里
山
辺

　福祉ひろばと子ども会育成会と合同での親子レクレーションと
して夏の白馬八方尾根北尾根高原に出かけ散策を行いました。
７月29日㈪、親子を含め34名が参加しました。この日は、梅雨
明けの当日となり到着までは小雨模様でした。しかし、黒菱平で
は天候も回復し、霧の中から白馬の山々も見ることができました。

町会独自の出産祝い金
新町町会で設立、初の該当者

　新町町会では、子育て世代を支援しようと
独自の「出産祝い金」を贈る制度をつくりました。
　７月10日に第1号となる赤ちゃんが誕生し、
宮川昇町会長が両親の自宅を訪れ、お祝い金
を手渡しました。
　出産祝い金は、子ども1人につき１万円
で、昨年度この制度を設立しましたが、該当
者はありませんでした。
　第１号となったのは、丸山恒さん、まやさん
夫妻の次女の叶

かな
ちゃんです。

　町会独自の出産祝い金の交付は、珍しく市
内でも鎌田地区の南原町会だけだそうです。
　少子化問題は、どの町会でも課題となって
いますが、この制度により町会の子ども達に
関心をもって、地域で見守り育てて
いくようになってほしいものです。

ま
し
た
。

　
そ
し
て
昨
年
に
続
き
五
常
在
住
の

音
楽
デ
ュ
オ
「
３
日
満
月
」
の
演
奏

と
歌
が
披
露
さ
れ
、
緩
や
か
に
時
間

が
流
れ
る
よ
う
で
し
た
。

　
次
は
「
四
賀
ソ
ン
グ
・
松
本
ぼ
ん

ぼ
ん
の
踊
り
流
し
」と「
特
健
体
操
」

の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
地
元
出
身
の
花
村
佑
子

さ
ん
の
ラ
イ
ブ
と
な
り
、
お
な
じ

み
の
歌
声
に
多
く
の
声
援
と
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
は
「
四

賀
鼓
龍
会
虚
空
蔵
太
鼓
」
で
、
今

年
も
迫
力
あ
る
演
奏
で
ス
テ
ー
ジ

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
ス
テ
ー
ジ
は
夜
空
に
移

り
「
大
花
火
大
会
」
が
行
わ
れ
、

夏
ま
つ
り
は
終
わ
る
の
で
し
た
。

福祉ひろば　子ども会育成会 親子レクレーション

市長杯体育大会
第一ブロック予選
野球・バレ―ボ―ル

里山辺地区に惜敗

夏の
白馬八方尾根

散策


